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◆背景および発明概要
ホログラムデータの作成方法として、変調素子とレンズを組み合わせた技術が

知られています。しかしこの技術は、画像の拡大もしくは縮小をする際にズーム
レンズ等の光学素子が必要となり、装置の大型化や高コストとなるなどの課題が
ありました。
前述課題を鑑みて、発明者らは画像データにシフトフレネル回折計算処理を施

すことで、ホログラムデータを作成する技術を見出しました。従来技術との最大
の相違点として、本発明中の解析装置内ホログラムデータ作成プログラムによっ
て画像の拡大もしくは縮小処理を行うため、ズームレンズを設置する必要がない
ことが挙げられます。これによって、光学素子の数を減らす事が可能となり、装
置の小型化や装置自体のコストを抑えることができます。また、元画像データの
解像度や画素数を変更する必要がなくなることなどから、拡大縮小における計算
処理の負担の軽減が実現できます。

画像の拡大・縮小処理にズームレンズを必要としない、新しいホログラムデータ作成
プログラムのご紹介です。

◆応用が期待される分野

・ホログラム作成

Fig.1 本発明概略図

Fig.2 本発明を用いたシュミレーション処理
表示素子に入射する光の波長を633nm(赤色) 、ホログラムデータのサンプリング
間隔Δ×2=10μmとし、元画像のサンプリング間隔Δ×1を10μmから24μｍまで２
μｍ間隔で変えて回折計算処理を行った。この結果、問題なく拡大処理が行われて
いる事が確認できた。
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